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長崎県地球温暖化酷止活酌推進員 西徳地区選脇会欝

平成 20 年度 第 5 日会議 麓事録
実 近  日 時 間 場 所

平成 20年 10 月 14 日 (火) 10 100ハヤ12 100 長与的 ふれういセンター

多加者

(7 人)

伊譲田 和代 伊藤 操

堀岡 里者 森本和vr
(途中参加) 夕東 洵言
馬場 真 田健 幸男

記録有

(日付)

田楚幸男
(11/11)

1 報告事項

1 ) 新推進員紹介

時津町推進員 森水 和江権紹介

2 ) 講演 集会 会合

来長崎果もつたいない運動推進大会へのパネル出展

10 月 18 日(土) 11100～16モ00 於 長崎市 アリーすかぶとがに

西松地区連絡会議としてパネル出展. NPO 法人コミュニティ時洋のブースと隣りあわせで

属示  参加者 ,伊承日 ' 東 呪岡 鳥巣 田雀 宗本 (一‖キ参加)

3 ) 出前講座

* 10 月 4 日 (上) 10 00～12100 長与内国自治会 於 Et災センター

多加者 (講師陣) 伊確日 鳥巣 伊東 馬場 森本

プロジェクターなし、掛図で誌演。前座で初の人形則 (講師綿介) と上演

反省点または思想

0 人形邸十の声が通らなかった。今後はマイクを使用したほうかよい。

②当日の役わり分担を決めておく

0 当日配布資料などは事前にチェックし どう皆さんに伝えるかを検討しておく。

④何もかも言うおうとすると無理があるので 事前に検討しておく

⑤歩力P者にどうやってきてもらうか どう分かつてもらうかを話し合って決めたがよい。

①人形劇は場を和ませる役目を具たしよかつたが 聞き取りにくいところがあった。

①子どもに分かってもらえるような紙芝居をやつたらどうか。

①講漬会のLL T が良かった。

※ せ話会議の議事録をもらって、それで終りのような気になっている。百彼地区連絡会議と

して もつと学校や幼ft国 (保有所) などにも出力W)ていって営業活動を行い 前演会を

「l回するなど活動を活性化すべきではないかという意見があつた

これに対しては 次の通りこれまでの経緯と見解を述べ 理解を求めた。



(権進員連絡会議を設けて) チ‐ムとして講演活動を行っているのは百2 地区のみで

lL地区にはこの動きはなく、推進員が個人で活動している。

従つて 西佐地区の推進員もチームとして行動しなければならないというヽ 1約は何もな

い。例えば 人形劇や紙芝居をつくり、個人で講演活動を行 うことは大欧21Pであり これ

を連絡会議がサポー トすることについても具諭はない。

伊蔽日ワーダーが受けた計演会に、百彼地区としてチームを組んで対応しようという発

想は、前期の後半に西彼地区道緒会議を立ち上げてから生まれたもので 推進員として1

年経過して  ヽ 個人では何をやったらいいのか、さっぱり分からないという悩みのnそ決方

法の一つであった。

即ち 地球温暖化についての講演実績のある (経験の豊富な) , 震ロリーダーのサポー

トを,
‐
ることで 推進員としての役わりの一端を担い 自己啓発をしようという狙いがあ

った。というような訳で 連絡会議の枠内で講演活動をやらなければいけないということ

もないし、個人の行動を束薦するものでもない

にし チームとしての活動になると チームの皆さんの意見を取 りまとめて結論を出す

ことになるので 物足りないと感じる人もいるし やりすぎと思う人もいる。ここを調整

したがら進めて行くところに難しきがある。

4 ) 予 定

* 11月 16 日 (日) 長与町下高国防災センターからの隷演依頼

11月 11 日 (火) 10 00～12 00 下高日防災センターで 講演会の事前打ち合わせを行う

(地図あり)。

辛平成 20 年度長馬県地球温暖化防止活動推進員交流会予定

日 時 :11月 29 日 (土) 13 00～15 00

場 所 :させばエコプラザ

対車者 :長崎県地球温暖化防止活動推進員
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